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２０１０.７ 

OKAZAKI KAHEITA MEMORIAL HALL 

岡崎嘉平太
おかざきかへいた

さんともったいない 
 

   嘉平太
かへいた

さんは６０歳
さい

から７４歳
さい

までの１４年間
ねんかん

貯蓄増強
ちょちくぞうきょう

中央委員会
ちゅうおういいんかい

 

 会長
かいちょう

をしました。嘉平太
かへいた

さんは、日本
にほん

をよくしていくためにこの役
やく

を引
ひ

き受
う

け  

 られたのです。嘉平太
かへいた

さんはどんな考
かんが

えや方法
ほうほう

で、この役職
やくしょく

を務
つと

められたのか  

 嘉平太
かへいた

さんの書
か

かれた本
ほん

『二十
にじゅう

一
いっ

世紀
せいき

へのメッセージ』から探
さが

してみました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

 

 

 

 

 

   考
かんが

え  いらない消費
しょうひ

はせずに、目標
もくひょう

を持
も

って計画的
けいかくてき

に貯
た

めて、つかう 
 

    方法
ほうほう

 日本全国
にほんぜんこく

を７００か所
しょ

をまわり､目
め

の前
まえ

の人
ひと

に自分
じぶん

の言葉
ことば

で話
はな

した 
 

    貯蓄増強運動
ちょちくぞうきょううんどう

は、日本銀行
にほんぎんこう

が起
お

こした運動
うんどう

で､戦後
せんご

の日本経済
にほんけいざい

を建
た

てなおすために国民
こくみん

に貯蓄
ちょちく

を 

   奨励
しょうれい

し､金融機関
きんゆうきかん

の預金高
よきんだか

をふやして必要
ひつよう

なお金
かね

(財源
ざいげん

)を得
え

ることが当時
とうじ

の目的
もくてき

でした。日本
にほん

は 

   戦争
せんそう

でお金
かね

を使
つか

い果
は

たし、復興
ふっこう

に必要
ひつよう

な財源
ざいげん

がほとんどないぎりぎりの 経済状態
けいざいじょうたい

でした。 

   

  物
もの

があふれ、物
もの

を消費
しょうひ

することが経済力
けいざいりょく

を高
たか

めることだと考
かんが

える人
ひと

にとって 

貯蓄
ちょちく

などという姑息
こそく

な手段
しゅだん

は性
しょう

に合
あ

わないかもしれない。ところが、一見
いっけん

現代風
げんだいふう

ではないこの手段
しゅだん

はよく考
かんが

えてみると人間生活
にんげんせいかつ

そのものであり原始的
げんしてき

な 

時代
じだい

から一貫
いっかん

して今日
こんにち

まで続
つづ

いている人間
にんげん

の特性
とくせい

なのである。計画的
けいかくてき

にため、

計画的
けいかくてき

に消費
しょうひ

する。この繰
く

り返
かえ

しが今日
こんにち

の文明
ぶんめい

を生
う

み出
だ

したことを思
おも

うと 

“貯蓄
ちょちく

こそ文明
ぶんめい

の母
はは

”だと確信
かくしん

する。 

  何
なに

が浪費
ろうひ

や濫費
らんぴ

なのか、何
なに

が無駄
むだ

づかいなのかの判断
はんだん

が大切
たいせつ

で、こういう

考
かんが

え方
かた

をしていけば、当然
とうぜん

生活
せいかつ

が計画的
けいかくてき

になり目標
もくひょう

をちゃんと立
た

てることに

なるので、一生懸命
いっしょうけんめい

貯蓄
ちょちく

に励
はげ

むことになる。お金
かね

がたまることが目的
もくてき

ではな

く結果
けっか

になる。大衆
たいしゅう

の中
なか

に入
はい

って、膝
ひざ

つき合
あ

わせて話
はな

し合
あ

いをしてこそ心
こころ

の 

底
そこ

からわかってもらえるのだと思
おも

う。 

OKAZAKI KAHEITA MEMORIAL HALL 

岡崎嘉平太記念館だより 

 

銀
行
家
。
大
分
県
出
身
。
東
大
卒
業

後
明
治
三
八
年
日
銀
入
行
。
昭
和
二
年

に
大
阪
支
店
長
、
同
三
年
支
店
長
の 

ま
ま
理
事
と
な
る
。
三
十
四
、
山
口
、 

鴻
池
の
三
銀
行
合
併
を
斡
旋
し
、
同
八
年

に
発
足
し
た
（
株
）
三
和
銀
行
の
初
代 

頭
取
に
就
任
、
同
二
〇
年
に
退
任
し
た
。 

若
い
頃
か
ら
歌
道
に
親
し
み
、
二
十
数

年
間
斎
藤
茂
吉
の
指
導
を
受
け
、
歌
集

も
一
〇
点
程
刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

（
一
八
七
八
～
一
九
六
四
） 

 

日
銀
大
阪
支
店
長(

理
事)

 

中 

根 

貞 

彦 

氏 

Vol.13Vol.13Vol.13   

三和銀行頭取時代 

日銀本店時代の

岡崎嘉平太氏 

中
根
貞
彦
理
事 

  

私
は
大
学
を
卒
業
し
て
日
本
銀
行
に
就
職
し
た
。
昭
和
四
年 

（
一
九
二
九
年
）
の
暮
れ
に
ベ
ル
リ
ン
駐
在
を
命
じ
ら
れ
て
、
大
阪

に
行
き
、
当
時
理
事･

大
阪
支
店
長
で
あ
っ
た
中
根
さ
ん
に
挨
拶
し
た

と
き
の
印
象
、
ま
た
訓
辞
は
私
の
眼
底
、
耳
底
に
焼
き
つ
い
て
今
も

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
（
中
略
）
一
応
の
挨
拶
が
済
む
と
中
根

さ
ん
は
「
君
、

ベ
ル
リ
ン
へ
行
っ
た
っ
て
、
お
き
ま
り
の
金
融
、
経
済

の
報
告
な
ん
か
に
時
間
を
費
や
す
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。
今
ベ
ル
リ
ン
に
は

七
社
ば
か
り
が
共
同
し
て
同
盟
通
信
の
記
者
を
派
遣
し
て
経
済
報
告

を
さ
せ
て
い
る
。
君
が
い
く
ら
勉
強
を
し
て
も
彼
に
追
い
つ
く
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
無
理
を
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
ド
イ
ツ

に
行
っ
た
ら
ド
イ
ツ
人
と
よ
く
交
際
し
て
、
ド
イ
ツ
人
の 

 

も
の
の 

考
え
方 

を
勉
強
し
な
さ
い
。
遊
ん
で
て
も
い
い
。
つ
ま
ら
な
い
報
告

を
書
く
時
間
を
ド
イ
ツ
の
研
究
に
当
て
る
の
だ
。
そ
れ
は
将
来
世
界
的 

な
問
題
が
起
き
て
、
日
本
銀
行
と
し
て
こ
れ
に
対
処
す
る
方
針
を
立
て

ね
ば
な
ら
ぬ
と
き
、
ド
イ
ツ
人
は
こ
の
問
題
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
処
理

す
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
君
に
聞
く
こ
と
が
あ
ろ
う
か
ら
、 

そ
れ
に
備
え
る
た
め
の
ド
イ
ツ
駐
在
な
の
で
あ
る
。｣

（
中
略
）
中
根 

さ
ん
の
全
体
を
見
、
基
本
に
取
り
組
め
と
言
う
教
え
は
、
私
の
物
の 

見
方
に
根
本
的
な
変
化
を
与
え
、
世
界
的
事
件
に
対
す
る
私
の
推
理 

な
い
し
判
断
を
し
ば
し
ば
正
鵠(

せ
い
こ
く)

を
射
た
も
の
に
し
た
。 

 

岡
崎
嘉
平
太
氏
著
「
私
の
記
録
」
東
方
書
店
よ
り 

（
一
九
二
九
年
）
の
暮
れ
に
ベ
ル
リ
ン
駐
在
を
命
じ
ら
れ
て
、
大
阪 

” 

” 



 (財)岡崎嘉平太国際奨学財団奨学生の第２０期奨学生４名と、事務局の三橋 

さんが来岡され、吉備中央町にある嘉平太氏のお墓参りをされました。 

 また、嘉平太氏の母校 大和小学校で交流したり、大和山の山頂では桜の 

記念植樹や記念館の見学などをしました。 

2010年5月21日(金) 

左から、ヌックさん（タイ)、ハーさん(ベトナム)､ 

  周茂林さんと王丹さん(中国) 

 

 大和小学校では、４年生の元気な子どもたちや先生方、 

地域の方が温かく迎えてくださいました。左上の写真は、 

お抹茶や季節の柏餅をいただいているところです。また、 

日本の遊びなどで子ども等と触れ合い楽しい時間を過ごすことができました。 

 大和山に植樹された桜は、地元の方々の水やりや草刈りなどのお世話を受け、

毎年春には可憐に花が咲いています｡その姿をいつかまた見に訪れてくだされ 

ばと願っています。 


